
チェック項目 はい いいえ No 集計数 はい いいえ

1
利用定員が指導訓練室等ス
ペースとの関係で適切である

100% 0% 1 10 10

2 職員の配置数は適切である 100% 0% 2 10 10

3

生活空間は、本人にわかりや
すく構造化された環境になって
いる。また、障害の特性に応
じ、事業所の設備等は、バリア
フリー化や情報伝達等への配
慮が適切になされている

80% 20% 3 10 8 2

4

生活空間は、清潔で、心地よく
過ごせる環境になっている。ま
た、子ども達の活動に合わせ
た空間となっている

100% 0% 4 10 10

5

業務改善を進めるための
PDCAサイクル（目標設定と振
り返り）に、広く職員が参画して
いる

100% 0% 5 10 10

6

保護者等向け評価表により、
保護者等に対して事業所の評
価を実施するとともに、保護者
等の意向等を把握し、業務改
善につなげている

100% 0% 6 10 10

7

事業所向け自己評価表及び保
護者向け評価表の結果を踏ま
え、事業所として自己評価を行
うとともに、その結果による支
援の質の評価及び改善の内容
を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開している

100% 0% 7 10 10

8
第三者による外部評価を行
い、評価結果を業務改善につ
なげている

100% 0% 8 10 10

アンケートの
回収数をこちらに記載

公表：令和　　５年　４月　１７日
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工夫している点・課題や改善すべき点など

十分なスペースを確保しています。
少人数の場合は、療育スペースにおいての活
動、多人数の場合や、走り回るなど活発に動く
活動においては、隣スペースも開放し、広いス
ペースを保障している。

指定基準は満たしています。
しかし、より丁寧な活動を目指していくために
は、誰か欠勤が入ると、緊急事態となることもあ
ります。そのような場合には、児発菅や、トレー
ニング教室スタッフが対応し、子どもたちのト
レーニング活動の充実を保障し工夫していま
す。

当事業所は、階段を上った２階にあるため、子
どもたちの発達の段階に合わせて、適切な支援
を工夫し対応をおこなっています。また、活動の
切り替わり時には、事前予告や視覚支援を用
い、見通しがつきやすいように配慮し、子どもた
ち自身が自ら考えて行動に移していけるよう、支
援に工夫をおこなっています。

日頃から、換気や消毒など衛生管理を徹底し、
清潔で心地よく過ごせる環境を整えています。
目から入る情報量を少なくし、活動に集中しや
すい環境を保障している。

事業所名　ビジョントレーニング療育　べすとびじょん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

定期的に業務改善に向けた話し合いや、個別
のケース会議などを実施しています。
職員間でも相談しやすい環境にある。
活動を振り返り、その都度考えを伝え合う機会
をつくっている。

保護者向け、事業所向けの評価の結果を踏ま
え、改善すべき点を話し合い、これから更なる業
務改善につなげていけるように努めています。

昨年度も公表をおこないました。
今年度は、保護者の方々が目を通しやすいよう
に、公式ホームページにて公表する予定にして
います。

他の事業所や学校関係者などによる評価を受
け、業務改善に向けての話し合いの機会は定期
的に設けています。

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）



チェック項目 はい いいえ No 集計数 はい いいえ工夫している点・課題や改善すべき点など

9
職員の資質の向上を行うため
に、研修の機会を確保している

100% 0% 9 10 10

10

アセスメントを適切に行い、子
どもと保護者のニーズや課題
を客観的に分析した上で、児
童発達支援計画を作成してい
る

100% 0% 10 10 10

11
子どもの適応行動の状況を図
るために、標準化されたアセス
メントツールを使用している

100% 0% 11 10 10

12

児童発達支援計画には、児童
発達支援ガイドラインの「児童
発達支援の提供すべき支援」
の「発達支援（本人支援及び
移行支援）」、「家族支援」、「地
域支援」で示す支援内容から
子どもの支援に必要な項目が
適切に選択され、その上で、具
体的な支援内容が設定されて
いる

100% 0% 12 10 10

13
児童発達支援計画に沿った支
援が行われている

100% 0% 13 10 10

14
活動プログラムの立案をチー
ムで行っている

100% 0% 14 10 10

15
活動プログラムが固定化しな
いよう工夫している

100% 0% 15 10 10

16

子どもの状況に応じて、個別活
動と集団活動を適宜組み合わ
せて児童発達支援計画を作成
している

100% 0% 16 10 10

業
務
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切
な
支
援
の
提
供

各保護者や保育園・幼稚園・学校等と連携を取
りながら、実際に、子どもたちと関わり、一人一
人の発達の段階を見極めたうえで、支援内容を
考慮しています。また、個別支援計画原案を作
成し、一人一人に応じての計画作成会議をおこ
ない、子どもの発達についての話し合いを実施
し、その結果をもとに定期的に各保護者と面談
をおこない、支援計画に反映させています。

一人一人、当事業所をご利用して頂くにあたり、
各保護者と面談をおこない、現在の子どもさん
の様子の聞き取りをおこないアセスメントシート
に起こし、全ての職員が情報を常に共有してい
けるように使用しています。書式は、基本的生活
習慣、学習面、運動面、メンタル面、困っている
こと、心配なこと等、見やすいように記載を工夫
しています。

児童発達支援管理責任者は、一人一人の発達
の段階を見極め、支援目標を設定し、その内容
に基づき支援内容を分かりやすく記載している。
また、家族支援・地域支援・災害支援など、適切
な内容を考慮し工夫し組み立てている。

個別支援計画原案会議やモニタリング会議等を
定期的におこない、支援目標の見直しや、支援
内容の方向性を考慮し、その計画に沿って支援
をおこなっています。

一人一人が意見を出し合い、丁寧にトレーニン
グ内容を考慮していくことで、子どもたちが楽し
み、いつでも、どこでも、だれとでも力を発揮して
いけるようなトレーニング内容を工夫していま
す。

ビジョントレーニンに特化した療育プログラムを
考え、定期的に活動内容を見直し、ねらいを
持って立案し取り組みを工夫しています。

子ども一人一人の発達の段階を見極め把握し、
支援計画による支援目標に沿って活動内容を
工夫しおこなっています。

職員のスキルアップのための支援方法やプログ
ラム等、定期的に研修をおこなっています。
今年度は、当事業所において「コグトレ初級講
座」の研修を実施し、職員全員初級資格認定を
取得しました。



チェック項目 はい いいえ No 集計数 はい いいえ工夫している点・課題や改善すべき点など

17

支援開始前には職員間で必ず
打合せをし、その日行われる
支援の内容や役割分担につい
て確認している

100% 0% 17 10 10

18

支援終了後には、職員間で必
ず打合せをし、その日行われ
た支援の振り返りを行い､気付
いた点等を共有している

100% 0% 18 10 10

19
日々の支援に関して記録をと
ることを徹底し、支援の検証・
改善につなげている

100% 0% 19 10 10

20
定期的にモニタリングを行い、
児童発達支援計画の見直しの
必要性を判断している

100% 0% 20 10 10

21

障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議にその子ども
の状況に精通した最もふさわ
しい者が参画している

100% 0% 21 10 10

22
母子保健や子ども・子育て支
援等の関係者や関係機関と連
携した支援を行っている

100% 0% 22 10 10

23

（医療的ケアが必要な子どもや
重症心身障害のある子ども等
を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福
祉、保育、教育等の関係機関
と連携した支援を行っている

0% 100% 23 10 10

24

（医療的ケアが必要な子どもや
重症心身障害のある子ども等
を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機
関等と連絡体制を整えている

0% 100% 24 10 10

25

移行支援として、保育所や認
定こども園、幼稚園、特別支援
学校（幼稚部）等との間で、支
援内容等の情報共有と相互理
解を図っている

100% 0% 25 10 10

児童発達支援管理責任者は、相談支援専門員
による申し出があると、その対象児童の学校へ
出向き、サービス担当者会議に参加している。
その際、子どもの様子や、支援目標、支援内容
など、必要な事項を記載した資料を必ず作成提
出し、保護者、相談員、先生と情報共有をおこな
い対応をおこなっています。

各関係機関（相談支援事業所・学校・保育園・幼
稚園・児童発達支援センター）と連携し、子ども
の姿と支援内容、また、保護者の意向と支援内
容等を共有し支援をおこなっている。

受け入れをおこなっていません。

受け入れをおこなっていません。

必要な際には、資料を作成し対応をおこなって
います。

適
切
な
支
援
の
提
供

関
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機
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モニタリング会議資料を作成し、その内容に基
づいて会議をおこない、支援目標・支援内容の
見直しをおこなっています。その際、どの職員
も、子どもに対しての見立てや手立ての意見を
出し合い、常に計画に反映していけるよう努め
ています。

日々の支援記録は、導入ソフトHUGより、写真も
含め徹底して記録に残しています。また、定期
的にミーティングをおこない、記録をもとに支援
内容を共有し、より良い療育活動につなげてい
けるよう改善に努めています。

業務開始前には、出勤メンバーでミーティングを
おこない、その日の役割分担や支援内容の目
的など話し合っています。

午前と午後に分けて、活動終了後には、子ども
の様子の変化や、反省点、支援内容の見直し等
の話し合いを必ずおこなっています。



チェック項目 はい いいえ No 集計数 はい いいえ工夫している点・課題や改善すべき点など

26

移行支援として、小学校や特
別支援学校（小学部）との間
で、支援内容等の情報共有と
相互理解を図っている

100% 0% 26 10 10

27

他の児童発達支援センターや
児童発達支援事業所、発達障
害者支援センター等の専門機
関と連携し、助言や研修を受
けている

100% 0% 27 10 10

28
保育所や認定こども園、幼稚
園等との交流や、障害のない
子どもと活動する機会がある

0% 100% 28 10 10

29
（自立支援）協議会子ども部会
や地域の子ども・子育て会議
等へ積極的に参加している

0% 100% 29 10 10

30

日頃から子どもの状況を保護
者と伝え合い、子どもの発達の
状況や課題について共通理解
を持っている

100% 0% 30 10 10

31

保護者の対応力の向上を図る
観点から、保護者に対して家
族支援プログラム（ペアレント･
トレーニング等）の支援を行っ
ている

100% 0% 31 10 10

32
運営規程、利用者負担等につ
いて丁寧な説明を行っている

100% 0% 32 10 10

33

児童発達支援ガイドラインの
「児童発達支援の提供すべき
支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された
「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、
保護者から児童発達支援計画
の同意を得ている

100% 0% 33 10 10

子育ての対応に悩んでいる保護者や心配事を
抱えている保護者に対してなど、その都度個別
に対応しています。どうすれば、子育てがしやす
くなるのか、子どもへの接し方や声掛けの仕方
など、子育てに対しての見通しが少しでも持ちや
すくなるように、そして楽しみながら子育てに向
き合っていけるように話し合っています。今後
は、事業所におきましても、保護者学習会として
取り組んでいく方向で準備を進めていけるように
考えています。

重要事項説明書・利用契約書に基づき、適切な
説明をおこなっています。

全児童に個別支援計画書を作成し、各ご家庭に
配布する際には事前に説明を行っています。ご
自宅保存分もお渡し、事業所にも署名・印鑑を
頂き、全員個人ケースファイルに分けて保管し
ています。

必要な際には、資料を作成し対応をおこなって
います。

各市町の児童発達支援センターの担当保健師
と適宜連携を取り合い、支援を必要とする子ども
たちの情報を共有し対応をおこなっています。

１日の生活の見通しや自立を支援している、児
童発達支援センターや児童発達支援事業所と
はことなり、当事業所においてはビジョントレー
ニングに特化した療育を目的としているので、地
域との交流はおこなっておりません。

自立支援協議会、子ども部会等への会議には
参加していませんが、これから機会があれば、
参加していけるよう努めていきます。

各ご自宅に送迎に行った際、保護者の心配事
や、悩み、発達の成果を共有しお伝えしていま
す。しかし、午前の対象児童におきましては、保
育園から保育園への送迎対応となるため、直接
的に保護者と接する機会はほとんどありませ
ん。そのような場合におきましても、導入ソフト
HUGより、支援内容を細かにご説明し、それに
対してのコメントもいただき、成長における情報
の共有は工夫しておこなっています。
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チェック項目 はい いいえ No 集計数 はい いいえ工夫している点・課題や改善すべき点など

34

定期的に、保護者からの子育
ての悩み等に対する相談に適
切に応じ、必要な助言と支援を
行っている

100% 0% 34 10 10

35

父母の会の活動を支援したり、
保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士の連携を支援
している

0% 100% 35 10 10

36

子どもや保護者からの相談や
申入れについて、対応の体制
を整備するとともに、子どもや
保護者に周知し、相談や申入
れがあった場合に迅速かつ適
切に対応している

100% 0% 36 10 10

37

定期的に会報等を発行し、活
動概要や行事予定、連絡体制
等の情報を子どもや保護者に
対して発信している

100% 0% 37 10 10

38
個人情報の取扱いに十分注意
している

100% 0% 38 10 10

39
障害のある子どもや保護者と
の意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮をしている

100% 0% 39 10 10

40
事業所の行事に地域住民を招
待する等地域に開かれた事業
運営を図っている

100% 0% 40 10 10

41

緊急時対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対応マニュ
アル等を策定し、職員や保護
者に周知するとともに、発生を
想定した訓練を実施している

100% 0% 41 10 10

42
非常災害の発生に備え、定期
的に避難、救出その他必要な
訓練を行っている

100% 0% 42 10 10

ホームページに掲載する、チラシを配布するな
どの手段を使って、事業所の体験見学や、親子
体験会を実施し、ビジョントレーニングについて
お伝えしています。

緊急時対応マニュアル・防犯マニュアル・感染症
対応マニュアルを作成し周知を行っています。ま
た月に１度、火災・地震の避難訓練を実施して
います。曜日によって利用児童が異なりますの
で、定期的に全員が訓練に参加できるように年
間計画を立てています。また、訓練に参加した
際には、HUGより、参加の様子など写真にてお
知らせしています。

地震・火災等における避難訓練を、色々な場面
を想定した上でおこなっています。

ご家族よりご相談の申し入れがあった場合、迅
速に対応に応じている。時には、相談支援員と
打ち合わせをし、速やかに話し合いの場や会議
の場を設ける場合もある。

事業所で導入しているソフトHUGにより、常に保
護者様にはお知らせをおこなっています。

HUGにより、色々と情報を掲載していますが、他
の友だちの顔部分を分からないように隠して公
開するなどの配慮はきちんと行っています。ま
た、各保護者に対しても、十分に気をつけて対
応しています。

一人一人の発達の段階に応じて、場面の切り替
わりや、事前予告など工夫しておこなっていま
す。保護者に対しても、分かりやすく説明をおこ
ない、見通しを持って接していけるよう配慮はし
ています。

子育ての対応に悩んでいる保護者や心配事を
抱えている保護者に対してなど、その都度個別
に対応しています。どうすれば、子育てがしやす
くなるのか、子どもへの接し方や声掛けの仕方
など、子育てに対しての見通しが少しでも持ちや
すくなるように、そして楽しみながら子育てに向
き合っていけるように話し合っています。

保護者間同士の連携は取れておりません。子ど
もさんの活動時に、ご見学に来ていただいた際
には、個別に話し合いをする機会はあります。
今年度におきましては、事業所全体で運動会を
実施し、保護者間の交流を深める機会は

非
常
時
等
の
対
応
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チェック項目 はい いいえ No 集計数 はい いいえ工夫している点・課題や改善すべき点など

43
事前に、服薬や予防接種、て
んかん発作等のこどもの状況
を確認している

100% 0% 43 10 10

44
食物アレルギーのある子ども
について、医師の指示書に基
づく対応がされている

100% 0% 44 10 10

45
ヒヤリハット事例集を作成して
事業所内で共有している

100% 0% 45 10 10

46
虐待を防止するため、職員の
研修機会を確保する等、適切
な対応をしている

0% 100% 46 10 10

47

どのような場合にやむを得ず
身体拘束を行うかについて、組
織的に決定し、子どもや保護
者に事前に十分に説明し了解
を得た上で、児童発達支援計
画に記載している

0% 100% 47 10 10

児童発達支援管理責任者は、年に１度、研修を
受けております。

身体拘束を必要とする児童を受け入れておりま
せん。

アレルギーや持病等・服薬等においては把握し
ていますが、予防接種においては確認を取って
いません。

アレルギーは把握していますが、医師による指
示書に基づく対応は致しておりません。

その都度、ヒヤリとした瞬間の情報を共有し、職
員間で話し合っています。また、記録に残し保管
し、全職員で周知をおこなっています。

非
常
時
等
の
対
応

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。


